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■講義内容

ＳＴＥＰＳＴＥＰ １１ ・中医学の考え方と生理観、照応関係を中心に・中医学の考え方と生理観、照応関係を中心に
紹介する。紹介する。

ＳＴＥＰＳＴＥＰ ２２ ・病理病証の法則性＜総括表＞を交えつつ、・病理病証の法則性＜総括表＞を交えつつ、
テーマ毎の臨床各論を紹介する。テーマ毎の臨床各論を紹介する。

ＳＴＥＰＳＴＥＰ ３３ ・病理病証の法則性＜総括表＞を交えつつ、・病理病証の法則性＜総括表＞を交えつつ、
テーマ毎の臨床各論を紹介する。テーマ毎の臨床各論を紹介する。

ＳＴＥＰＳＴＥＰ ４４ ・鍼灸処方の作り方。漢方と鍼灸の処方関係に・鍼灸処方の作り方。漢方と鍼灸の処方関係に
ついて紹介する。ついて紹介する。

■ＳＴＥＰ１

【一般目標】

1.1. 中医学の全体像を把握する。中医学の全体像を把握する。

2.2. 中医学の思考方法を理解する。中医学の思考方法を理解する。

3.3. 診断治療システム＜弁証論治＞を理解する。診断治療システム＜弁証論治＞を理解する。

4.4. ＜五臓＞を中心とした中医学の＜整体観＞を理解する。＜五臓＞を中心とした中医学の＜整体観＞を理解する。

5.5. ＜弁証論治＞に必要な診察内容を理解する。＜弁証論治＞に必要な診察内容を理解する。

■ＳＴＥＰ１

【【行動行動目標目標】】

1.1. 中医学に関して、基礎的な説明ができる。中医学に関して、基礎的な説明ができる。

2.2. ＜五臓＞の生理機能と、照応関係について説明できる。＜五臓＞の生理機能と、照応関係について説明できる。

3.3. ＜五行スコア＞から＜病位＞の情報を問診できる。＜五行スコア＞から＜病位＞の情報を問診できる。

4.4. 紹介する＜穴位（ツボ）＞を正確に＜取穴＞し、紹介する＜穴位（ツボ）＞を正確に＜取穴＞し、
刺入後に＜得気＞できる。刺入後に＜得気＞できる。

■参考

『『看護のための最新医学講座看護のための最新医学講座』』

３３巻：３３巻：Alternative medicineAlternative medicine

20022002年，中山書店，日野原重明／監修年，中山書店，日野原重明／監修

(p62(p62～～p69)p69)

■一、中医学とは

中国伝統医学中国伝統医学 ［［Traditional Chinese MedicineTraditional Chinese Medicine］］

1.1. 整体観整体観

2.2. 弁証論治弁証論治
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■参考

世界の針灸治療の動向世界の針灸治療の動向

1.1.『『ネイチャーネイチャー』』の報道の報道

「鍼治療は脳の活動を活発にする」「鍼治療は脳の活動を活発にする」

2.2.““DDラボラボ””情報情報

「豪州初のがん患者に対する臨床研究で検証「豪州初のがん患者に対する臨床研究で検証

された鍼治療の有効性」された鍼治療の有効性」

「病院が「代替医療」を提供するのは「病院が「代替医療」を提供するのは””常識常識””」」

■二、中医学の基本的な考え方

1.1.人と自然の統一体観人と自然の統一体観

2.2.人体の統一体観人体の統一体観（五臓を中心とした統一体観）（五臓を中心とした統一体観）

3.3.弁証システム弁証システム

4.4.鍼灸と漢方の弁証論治システム鍼灸と漢方の弁証論治システム

人と自然の統一観人と自然の統一観

五臓を中心とした統一体観五臓を中心とした統一体観

哲学観、自然観、整体観哲学観、自然観、整体観

身体観、疾病観、治療観身体観、疾病観、治療観

■■二二--1.1.中国伝統医学の身体観中国伝統医学の身体観
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■■二二--2.2.五臓を中心とした統一体観五臓を中心とした統一体観

[[五臓の色体表五臓の色体表]]

■■二二--3.3.弁証論治システム弁証論治システム

による情報の収集が必要。による情報の収集が必要。四診四診

診察の目的診察の目的
病因
病位
病態（虚実寒熱）

の把握

中医学的な集め方の“コツ”

弁証システム
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表裏（どこが）、虚実寒熱（どのように）八綱弁証

臓腑弁証

経絡弁証

その他の弁証

にもとづく治療証

どこの（臓腑）、
何が（気血津液） 、

どのように

どこの（臓腑）、
何が（気血津液） 、

どのように

経絡の流注、体表の
走行部位との関連

経絡の流注、体表の
走行部位との関連

気血津液弁証

治療システム 治療の組み立て治療の組み立て

１ どのような原因で？

２ どこの？

３ 何が？

４ どのように？

弁 証弁弁 証証 治 療治治 療療

原因の改善(除去)

選経

選穴

手技

(気血津液精陰陽)

(虚実寒熱)

(病位)

■４．鍼灸と漢方の弁証論治システム

鍼灸・・・理法方穴術鍼灸・・・理法方穴術

漢方・・・理法方薬漢方・・・理法方薬

例としては、例としては、 肝経と肺経のそれぞれ滎穴である、肝経と肺経のそれぞれ滎穴である、
〔〔行間行間〕〔〕〔魚際魚際〕〕があげられる。があげられる。
また、また、〔〔太衝太衝〕〔〕〔太淵太淵〕〔〕〔肝兪肝兪〕〔〕〔肺兪肺兪〕〔〕〔尺沢尺沢〕〕も候補である。も候補である。

肝経、肺経
選経

肝と肺で
病位

熱が

実している

治法

清熱

手技

瀉法

病態

病態

得られた情報
情報の処理

情報処理・・・弁証論治 ■■経絡とツボの役割経絡とツボの役割

体に現れたサインから、体に現れたサインから、
何を病気のシグナルとして情報化するのか。何を病気のシグナルとして情報化するのか。

経絡と言う情報システムの理解経絡と言う情報システムの理解

様々なシグナルに気づく！様々なシグナルに気づく！

■経絡と経穴の関係を把握することにより、

診断への応用、治療への応用が可能となる。

■経絡と経穴の関係を把握することにより、

診断への応用、治療への応用が可能となる。

一
定
の
法
則
・・
・数
千
年
の
経
験
知

体に張りめぐらされた
情報伝達システム

体に張りめぐらされた
情報伝達システム

■■＜経絡＞系統について＜経絡＞系統について

病気の時・・・病状を反映する伝達通路病気の時・・・病状を反映する伝達通路

治療の時・・・ツボと対応する身体部位の伝達通路治療の時・・・ツボと対応する身体部位の伝達通路

五臓を中心とした体内のバランス調節機構五臓を中心とした体内のバランス調節機構


